


　　佐世保市社会福祉協議会では、子どもたちがお互いを思いやり、「共に生き
　る力」を育むためにふくし教育を推進しています。
　　学年や時間数など学校のニーズに合わせ、担当の先生と相談をしながらプラ　
　ンを作成し、福祉や当事者講師による講話、車いすなどの体験学習、地域の方
　との交流など、学校・関係機関と連携を図り、学習を行っています。
　※ 社協が行うふくし教育だけではなく、独自でふくし教育を行っている学校も
　　 あります。

社協が行うふくし教育

プログラム内容（令和６年度実績）

講話テーマ

・「ふくし」ってなんだろう？

・障がいについて知ろう

・年をとるってどういうこと？

・自分が住んでいる地域を知ろう　など

協力講師

・佐世保市視覚障害者協会　

・長崎県ろうあ協会

・佐世保WBC（車いすバスケットボールクラブ）

・ユニバーサルライフ研究会

　（バリアフリー・ユニバーサルデザイン）

・パソボラ・こころのかけはし　

・市内福祉施設

・市内企業　

・地域包括支援センター

・生活支援コーディネーター　など

体験・交流

・手話　・高齢者疑似　・アイマスク　

・障がい者用パソコンソフト ・ボッチャ

・車いす　・車いすバスケットボール　

・まち探検　・高齢者と交流　など

　令和6年度は、市立小中学校32校（小学校27校、中学校4校、義務教育学校1校）と

連携し、ふくし教育を実施しました。



令和６年度からの新しい取り組み

　　これまでの車いすや高齢者疑似などの体験学習と並行して、新たに「サービ
　スラーニング」を取り入れた「ふくし教育」を推進しています。

「サービスラーニング」実施後の変化

令和6年度は1校をモデル校に指定し、学校と連携しながら学習を進めました。

・たくさんの地域の方からお話を聞いて、自

　分たちの住む地域には改善すべき困りごと

　がたくさんあることがわかった。

・ぼくたちは、もっと地域が良くなるように

　ぼくたちにできること、地域のサポートを

　していきたい。

・子どもたちが地域の課題に向き合った結　

　果、自分たちが考えていた課題と地域住

　民の皆さんが考える課題にギャップがあ

　ることを感じるなど、より生活に密着し

　た課題を知ったことで、自分たちに何が

　できるか考え動くきっかけになった。

先生の感想

「サービスラーニング」

「サービスラーニング」とは...

　　自分たちの生活する地域の課題や福祉課題を発見し、課題への関わりの中で学びを深め　

　ることで自分たちが住む地域を自分たちで良くしていこうという心を育む手法です。

児童の感想

　先生と社会福祉協議会職員が相談をしながらプログラムを作成し、地域の方のご協力のも

と子どもたちのペースに合わせて学習を行いました。

　地域の方と関わることで、改めて自分の住む地域やそこに住む人たちの想いを知り、地域

の一員として課題に向き合うことができました。



ふくし教育の流れ

５つのサポート

sasebo_shakyo_chiiki

佐世保市社会福祉協議会は先生の”思い”をかたちにするお手伝いをさせていただきます！！

　公式Instagramにおいても

情報を発信しています！！


